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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸化窒素合成阻害剤として用いられる化合物スコポレチンをクソニンジン（Ａｒｔｅｍ
ｉｓｉａ　ａｎｎｕａ）から単離する方法であって、
　ａ）異なる植物部分の乾燥粉末材料を比が１：５の水性アセトニトリル溶媒を用いて６
から８時間抽出し、
　ｂ）前記抽出液を元の体積の３０％まで真空下で濃縮し、
　ｃ）前記濃縮した抽出液に非極性ハロゲン化溶媒を加えて分液操作をし、スコポレチン
を前記ハロゲン化溶媒内に移動させ、
　ｄ）無水硫酸ナトリウム上で前記ハロゲン化溶媒を乾燥し、前記溶媒を蒸発させ、
　ｅ）残留物をメタノール中で結晶化し、前記結晶を濾過し、
　ｆ）前記濾液を濃縮し、シリカゲル上でクロマトグラフィーにかけ、
　ｇ）スコポレチンをクロロホルム／メタノール混合溶媒で溶出し、スコポレチンを含む
画分を結晶化し、純粋なスコポレチン化合物を得ることを含む方法。
【請求項２】
　抽出に用いられる前記植物部分が茎、葉、根からなる群から選択される少なくとも一つ
の部分である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　アセトニトリルと水との溶媒比が９：１から１：９である請求項１または２に記載の方
法。
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【請求項４】
　前記ハロゲン化溶媒がクロロホルム、ジクロロメタン、四塩化炭素およびそれらの混合
溶媒から選択される請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記スコポレチンがクロロホルム、アセトン、メタノールおよびそれらの混合溶媒から
選択される溶媒中で結晶化される請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記スコポレチンがシリカゲル上でカラムクロマトグラフィーを用いて母液から得られ
、粗の抽出物とシリカゲルとの比が１：５から１：２０の範囲である請求項１～５のいず
れかに記載の方法。
【請求項７】
　クソニンジンの異なる部分から単離されるスコポレチンが茎に０．２５から０．３０％
、葉に０．１６から０．２０％および根に０．００３から０．００４％の範囲で存在する
請求項１～６のいずれかに記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、酸化窒素合成阻害剤として有用な化合物スコポレチンを植物クソニンジンおよ
び他の植物ファミリーから単離する方法に関する。スコポレチンは、クマリングループの
化合物に属する。スコポレチン（７－ヒドロキシ－６－メトキシクマリン）は、ベンゾ－
α－ピロンすなわちクマリン（ｃｏｕｍａｒｉｎ）の誘導体で、植物中において、遊離状
態およびグリコシドの両方の状態が見出される。
【０００２】
【従来の技術】
天然のクマリンは、生体に種々の顕著な効果を及ぼす。クマリンは、抗菌性、血管拡張（
ｖａｓｏｄｉｔｏｒｙ）および利尿効果、抗凝血特性、肝臓保護および呼吸刺激などの多
数の薬理学的（ｐｈａｒｍａｌｏｇｉｃａｌまたはｐｈａｒｍａｃｏｌｏｇｉｃａｌ）か
つ生理学的な活性を示す。スコポレチンは、非常に良好な成長阻害特性を示した。（シリ
ングＤＧ（Ｓｈｉｌｌｉｎｇ　ＤＧ）およびヨシカワＦ（Ｙｏｓｈｉｋａｗａ　Ｆ）、Ａ
ｍｅｒｃｈｅｍ．　Ｓｏｃ．Ｓｙｍｐ　Ｓｅｒｉｅｓ，　３３０：　３３５－３４２）。
最近では、スコポレチンはネズミのマクロファージにおける酸化窒素（ＮＯ）の合成を阻
害したことが報告されている。マクロファージは、感染および腫瘍発達に対する最終防御
において主要な役割を果たし、この活性は、いくらかの媒介を生産することによって調節
される。マクロファージによるＮＯの生産は、腫瘍細胞、細菌類および寄生虫を殺したり
、またはその成長の阻害を媒介する。従って、ｉＮＯＳの阻害剤である、有効かつ経済的
なスコポレチン源を潜在的な治療および商業上の目的で将来用いるために開発することは
価値のあることである（タイ　ヒュン　カンら（Ｔａｉ－Ｈｙｕｎ　Ｋａｎｇ　ｅｔ　ａ
ｌ．）：スコポレチン：Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ｆｅｄｄｉから誘導可能なＮＯ合成阻害活
性構成要素、Ｐｌａｎｔａ　Ｍｅｄｉｃａ、６５：　４００－４０３，　１９９９；Ｔｔ
ｒａｘｉｎｕｓ　ｒｈｙｎｃｈｏｂｈｙｅｌｉからインビトロ誘導可能なＮＯ合成阻害活
性構成要素、Ｐｌａｎｔ　Ｍｅｄｉｃａ、６５：　６５６－６５８、１９９９）。
【０００３】
スコポレチンは、植物界で広範囲に分布し、植物の異なる部分（根、果実、葉、茎等）か
ら単離されるが、大抵の場合、いくつかの関連物質（ｒｅｌａｔｅｄｍｅｍｂｅｒｓ）が
共に見出されるため、単離するのは困難である。初期の頃からの一般的なクマリンの単離
方法としては、抽出溶媒の極性を次第に増加させて（石油エーテル、ベンゼン、エーテル
、アセトンまたはメタノールと）乾燥植物を順次抽出することが通常行われている。
クマリンの単離に用いられる従来の方法によると、乾燥粉末材料を９５％のメタノール／
エタノール（９５％　ｍｅｔｈａｎｏｌ／ｅｔｈａｎｏｌ）で抽出し、濃縮した抽出物を
１０％のアルカリ溶液で処理した。アルカリ性溶液をエーテルで抽出し、脂肪材料（ｆａ
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ｔｔｙ　ｍａｔｅｒｉａｌ）を除去した。水溶液を酸性にし、エーテルまたはクロロホル
ムで抽出し、粗のクマリンを得た。シリカゲルまたはアルミナ上のカラムクロマトグラフ
ィーでさらに精製を行い、純粋なクマリンを得た。特定のクマリン（例えば、ウンベリフ
ェロン、スコポレチン）は、昇華方法で植物繊維から単離され得る（Ａｂｕ－Ｍｕｓｔａ
ｆａ、Ｅ．Ａ；Ｅｌ－Ｔａｗｉｌ、Ｂ．Ａ．Ｈ．およびＭ．Ｂ．Ｅ．　Ｆａｙｅｚ；植物
化学（Ｐｈｙｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）、３、７０１　（１９６４））。
【０００４】
しかし、酸・塩基処理によるクマリンの単離方法は理想的ではない。なぜなら、クマリン
の劣化を避けることはほとんどできないからである。これは、目的化合物のロスにつなが
り、目的化合物それ自体よりも副生物（ａｒｔｉｆａｃｔｓ）を抽出することになってし
まう。他の方法では、昇華による精製は、熱劣化と共に副生物の生成を伴い得る。そのた
め回収の全収率は減少する。このように、商業上で活用するためのスコポレチンを多く含
有する植物も、スコポレチンの大規模な単離方法もこれまで報告されていない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、スコポレチンを多く含有する新規の植物および／または植物部分を探究
することである。
本発明の他の目的は、スコポレチンを選択的に抽出するための溶媒を選択することである
。
本発明のさらに他の目的は、純粋なスコポレチンを単離するための経済的な方法を開発す
ることである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
従って、本発明は、植物クソニンジンおよび他の植物ファミリーから酸化窒素合成阻害剤
化合物スコポレチンを単離する方法であって、水性アセトニトリル溶媒を用いて粉末植物
部分に対し抽出操作をし、さらに塩化物溶媒を用いて分液操作し、溶媒を蒸発させた後、
残留物をクロマトグラフィーにかけ、結晶化することにより純粋なスコポレチンを生産す
ることを含む方法を提供する。
【０００７】
方法の新規性
１．スコポレチンを抽出するための植物部分を選択することにより、収率が向上し、処理
コストが減少した。
２．水性アセトニトリルを用いて植物部分を抽出することにより、メタノールまたはエタ
ノールなどの他の極性溶媒を用いるよりも、より経済的かつ高い収率でスコポレチンを生
産できる。
３．この方法では、スコポレチンを単離するために酸・塩基処理を用いないことにより、
収率を向上させた。
４．水性抽出物からハロゲン化非極性相にスコポレチンを選択的に移動させることによっ
て、純粋なスコポレチンを簡単に精製し、単離することができた。
５．粗の抽出物を精製することにより、クロマトグラフィーの前に５０％のスコポレチン
を結晶化できる。
６．この方法により、溶媒およびシリカゲルの再利用が可能になる。
７．これらの利点は、スコポレチンの大規模な生産に著しく経済的な価値がある。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明は、酸化窒素合成阻害剤として用いられる化合物スコポレチンをクソニンジンおよ
び他の植物ファミリーから単離する方法であって、
ａ）異なる植物部分の乾燥粉末材料を比が１：５の水性アセトニトリル溶媒を用いて６か
ら８時間抽出し、
ｂ）前記抽出液を元の体積の３０％まで真空下で濃縮し、
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ｃ）前記濃縮した抽出液に非極性ハロゲン化溶媒を加えて分液操作をし、スコポレチンを
前記ハロゲン化溶媒内に移動させ、
ｄ）無水硫酸ナトリウム上で前記ハロゲン化溶媒を乾燥し、前記溶媒を蒸発させ、
ｅ）残留物をメタノール中で結晶化し、前記結晶を濾過し、
ｆ）前記濾液を濃縮し、シリカゲル上でクロマトグラフィーにかけ、
ｇ）スコポレチンをクロロホルム／メタノール混合溶媒で溶出し、スコポレチンを含む画
分を結晶化し、純粋なスコポレチン化合物を得ることを含む方法を提供する。
【０００９】
本発明の１つの実施形態において、スコポレチンを単離するためにクソニンジン植物を選
択した。スペインからのクソニンジンガゼル（ａｒｉｅｌ）部分は０．０２％のスコポレ
チンを報告し、英国（カルト（ｃｕｌｔ））は０．０３４％のスコポレチンを報告した。
中国でも全植物からのスコポレチンの存在が報告された（ブラウン、Ｇ．Ｄ．（Ｂｒｏｗ
ｎ，　Ｇ．Ｄ．）；クソニンジンからの２つの新規の化合物（Ｔｗｏ　ｎｅｗ　ｃｏｍｐ
ｏｕｎｄｓ　ｆｒｏｍ　Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ａｎｎｕａ）；Ｊ．　Ｎａｔ．　Ｐｒｏｄ
．　５８，　３００　（１９９２）；Ｍａｃｒｏ，　Ｊ．Ａ．；　Ｓａｗｚ，　Ｊ．Ｆ．
；　Ｂｅａ，　Ｊ．Ｆ．；　Ｂａｒｂｅｒ，　Ｏ．；　クソニンジンからのフェノール構
成要素（Ｐｈｅｎｏｌｉｃ　ｃｏｎｓｔｉｔｕｅｎｔｓ　ｆｒｏｍ　Ａｒｔｅｍｉｓｉａ
　ａｎｎｕａ：　Ｐｈａｒｍａｚｉｅ　４５，　３８２－３８３　（１９９０）；　Ｌｉ
ｕ，　Ｈ．Ｍ．；　Ｌｉ，　Ｇ．Ｌ．，　Ｗｕ，　Ｈ．Ｚ．；Ｑｕｉｎｇｈａｏの構成要
素に関する研究（Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｃｏｎｓｔｉｔｕｅｎｔｓ　ｏｆ　Ｑ
ｕｉｎｇｈａｏ）：Ｙａｏ　Ｈｓｕｃｈ　Ｈｓｕｃｈ　Ｐａｏ，　３７，　１２９－１４
３　（１９７９））。
インドのＣＩＭＡＰでは、Ｌｕｃｋｎｏｗは、高含有量のアルテミシニンおよびバイオマ
ス（茎および葉）を生産するクソニンジン「Ｊｅｅｖａｎ　ｒａｋｓｈａ」の新種を開発
した。アルテミシニン（Ａｒｔｅｍｉｓｉｎｉｎ）およびその誘導体は、クロロキン（ｃ
ｈｌｏｒｏｑｕｉｎｅ）耐性で、多数の薬剤に耐性をもつ、深刻で複雑なマラリアに対し
て有力である。クソニンジン植物は唯一のアルテミシニン源である。
【００１０】
スコポレチンを検出するため、新種のクソニンジン植物の３つの主要な部分すべてをＨＰ
ＬＣでスクリーニングした。異なる部分で得られたスコポレチンの含有量は、０．２％（
葉）、０．３％（茎）および０．００４％（根）であった。このスコポレチンの収率は、
他に報告されている植物と比較して非常に高い。植物クソニンジンの茎部分は廃棄物であ
る。なぜなら、茎にはアルテミシニンは存在しないからである。植物の茎部分のバイオマ
スは葉の５倍より多い。従って、スコポレチンを単離するために植物クソニンジンの茎部
分を選択した。茎部分は色素および脂肪材料が少ないため、スコポレチンの単離および精
製が簡単であることも見出された。
【００１１】
従来技術では、植物材料を抽出するために非極性溶媒は用いられず、その結果クマリンの
回収が少なかったことが認められている。さらに、クマリンを抽出するために極性溶媒（
メタノールおよびエタノール）を用いると、より多くの色素および脂肪材料を含む全抽出
物がより多い量で得られた。脂肪材料および色素を分離することは困難な作業である。本
発明では、抽出に水性アセトニトリル溶媒を選択したため、より少ない量の色素および脂
肪材料を含むスコポレチンをより多く生産できた。また、アセトニトリルから水を分離し
、純粋な溶媒を回収して再利用することははるかに容易である。
従来技術では、スコポレチンを酸・塩基処理または昇華方法によって粗の抽出物から精製
していたが、この方法では、転移反応および熱分解のためスコポレチンの量が減少する。
改良された本発明の方法では、水相を塩化溶媒（四塩化炭素、ジクロロメタン、クロロホ
ルム）を用いて分液操作することによって、クマリンを水性抽出物から非極性相に選択的
に移動させる。このステップを用いることによって、大半の色素および脂肪材料を極性相
に残すことができ、これによって、非極性相中に、粗の抽出液中で容易に結晶化可能な（
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５０から６０％）スコポレチンを濃厚にすることができる。結晶化後母液に残ったスコポ
レチンは、シリカゲル上で比がわずか１：１０のカラムクロマトグラフィーにかけられ、
純粋なスコポレチンの単離は完了する。スコポレチンを分液操作により水性抽出液から非
極性溶媒中に移動すると、粗の抽出物のかさが６０から７０％減少する。これにより、処
理中のシリカゲルおよび溶媒の量が少なくて済む。
【００１２】
方法は以下の工程からなる。
１．クソニンジンの茎を陰で乾燥させ、粉砕すること。
２．冷浸出により水性アセトニトリル溶媒を用いて粉末状のクソニンジンを抽出すること
。
３．真空下で全抽出液を濃縮すること。
４．水性アセトニトリル相をハロゲン化溶媒と共に分液操作すること。
５．全ハロゲン化溶媒抽出液（ｔｏｔａｌ　ｈａｌｏｇｅｎａｔｅｄ　ｅｘｔｒａｃｔ）
から水分を除去すること。
６．ハロゲン化溶媒を蒸留し、残りの抽出物を得ること。
７．スコポレチンを残りの抽出物から結晶化すること。
８．母液の濾過および濃縮。
９．シリカゲル上で母液をカラムクロマトグラフィーにかけ、純粋なスコポレチンを回収
すること。
【００１３】
本発明は、これまで公知であった方法の欠点を克服する、植物クソニンジンからスコポレ
チンを抽出および単離する方法を提供する。本発明は、特に、天然の源から酸化窒素合成
阻害剤化合物スコポレチンをより安価でかつより高い収率で得る方法を提供する。
従って、本発明は、クソニンジンからスコポレチンを抽出および単離する方法であって、
植物部分、好ましくは、クソニンジンの乾燥した茎粉末を１：５の比の水性アセトニトリ
ル溶媒を用いて抽出し、抽出液を真空下で濃縮し、濃縮した抽出液を非極性ハロゲン化溶
媒と共に分液操作し、ハロゲン化溶媒を蒸留し、残留物をメタノール中で結晶化し、スコ
ポレチンを濾過し、母液を濃縮し、シリカゲル上でクロマトグラフィーにかけ、純粋なス
コポレチンを得ることを含む方法を提供する。
本発明のある実施形態では、抽出に用いられる溶媒は、アセトニトリルと水との比が１：
９から９：１の様々な比で選択される。
本発明の他の実施形態では、分液操作に用いられるハロゲン化溶媒は、ジクロロメタン、
四塩化炭素、クロロホルム等から選択される。
本発明の他の実施形態では、スコポレチンを抽出するための植物部分は、茎、葉、根等か
ら選択される。
本発明の他の実施形態では、スコポレチンの分離は、シリカゲル上で行われ、粗の抽出物
とシリカゲルとの比は、１：５から１：２０、好ましくは１：５、１：１０または１：２
０から選択される。
本発明のさらに他の実施形態では、スコポレチンは、セリ科植物、ミカン科植物、キク科
植物、マメ科植物、クワ科植物およびナデシコ科植物（Ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌａｃａｅ）
などの植物ファミリーから抽出および単離される。
本発明のさらに他の実施形態では、スコポレチンは、クロロホルム、アセトン、メタノー
ルおよびその混合物から選択される溶媒中で結晶化される。
本発明のさらに他の実施形態では、クソニンジンの異なる部分から単離されるスコポレチ
ンは、茎に０．２５から０．３０％、葉に０．１６から０．２０％、および根に０．００
３から０．００４％の範囲で存在する。
以下の実施例で提供される本発明の詳細は、例示を目的とし、本発明の範囲を限定するも
のとして解釈すべきではない。
【００１４】
【実施例】
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実施例１
抽出するための植物部分の選択
クソニンジンの異なる部分（葉、茎、根）におけるスコポレチンの含有量を比較検討した
。０．１ｇｍ（ｇ）の乾燥粉末試料をメタノールで抽出した。この抽出物を濾過し、溶媒
を蒸発させて乾燥した。抽出物を１ｍｌのメタノールに溶解させた。各試料におけるスコ
ポレチンの含有量を、フォトダイオードアレイ検出器を備えたＨＰＬＣ（島津製作所社製
、商品名ＬＣ８Ａ（ＬＣ８Ａ　Ｓｈｉｍａｄｚｕ））を用いて以下の動作条件、即ち、移
動相アセトニトリル：水（３０：７０）、流量毎分０．８ｍｌ、検出波長２３０ｎｍ、メ
ルク社製１０ｕｍカラム、商品名Ｃ１８　Ｌｉｃｈｒｏｓｏｒｂ、（Ｃ１８　Ｌｉｃｈｒ
ｏｓｏｒｂ、Ｍｅｒｃｋ　Ｇｅｒｍａｎｙ）での検出で見積もった。１ｍｇ／５ｍｌのメ
タノール溶液として調製した標準スコポレチンの較正曲線を用いて定量した。異なる植物
部分で見積もったスコポレチンの含有量は以下の通りである。葉（０．１６）、茎（０．
２）、および根（０．００３）。
【００１５】
実施例２
抽出のための溶媒の選択
クソニンジンの茎粉末試料（０．１ｇｍ（ｇ））を１０ｍｌの異なる溶媒（ジクロロメタ
ン、クロロホルム、エチルアセテート、メタノール、アセトニトリル、水、メタノール：
水（９：１）、エタノール：水（９：１）、およびアセトニトリル：水（９：１））を用
いて２４時間冷浸出することにより抽出した。各抽出液を濾過し、真空下で蒸発させた。
各抽出物を１ｍｌのＨＰＬＣグレードメタノールに溶解し、スコポレチン含有量をＨＰＬ
Ｃ法で実施例１に記載するように見積もった。異なる溶媒中で記録されたクソニンジンの
茎におけるスコポレチン含有量は以下の通りである。ジクロロメタン（０．０１６％）、
クロロホルム（０．１６％）、エチルアセテート（０．０９％）、メタノール（０．２％
）、エタノール（０．２４％）、アセトニトリル（０．２２％）、水（０．２８％）、メ
タノール：水（９：１、０．１６％）、エタノール：水（９：１、０．２３％）、および
アセトニトリル：水（９：１、０．３０％）。
【００１６】
実施例３
茎からのスコポレチンの抽出および単離
クソニンジンの茎を粉末に粉砕した。粉末材料（１００ｇｍ（ｇ））をパーコレータ内で
１０％の水性アセトニトリル（５×５００ｍｌ）を用いて６から８時間抽出した。全抽出
液を、真空下で元の量の３０％まで濃縮した。濃縮した水性抽出液をクロロホルム（５×
２００ｍｌ）と共に分液操作した。クロロホルム抽出液を無水硫酸ナトリウム上で乾燥さ
せ、溶媒を蒸発させ、２．０ｇｍ（ｇ）の残留物を得た。残留物を２５ｍｌのメタノール
に再溶解し、冷蔵庫で４から５時間静置して結晶化させた。結晶化合物を濾過し、乾燥さ
せ、純粋なスコポレチンを得た。結晶化プロセスを２回繰り返し、６０％の純粋な化合物
を得た。濾液中の残りのスコポレチンをシリカゲル上で比が１：２０のカラムクロマトグ
ラフィーで単離し、クロロホルム中４％のメタノールでスコポレチンを溶出した。スコポ
レチンを含む画分から溶媒を留去し、結晶化により純粋なスコポレチンを得た。０．３％
のスコポレチンを含有する１００ｇｍ（ｇ）の茎粉末から８５％の純水なスコポレチンを
得た。スコポレチンを融点、ＩＲ、1Ｈおよび13Ｃ　ＮＭＲ、ならびに文献で報告されて
いる質量スペクトルデータにより同定した。
【００１７】
実施例４
茎からのスコポレチンの抽出および単離
クソニンジンの茎を粉末に粉砕した。粉末材料（１００ｇｍ（ｇ））をパーコレータ内で
３０％の水性アセトニトリル（５×５００ｍｌ）を用いて６から８時間抽出した。全抽出
液を、真空下で元の量の３０％まで濃縮した。濃縮した水性抽出液をクロロホルム（５×
２００ｍｌ）と共に分液操作した。クロロホルム抽出液を無水硫酸ナトリウム上で乾燥さ
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せ、溶媒を蒸発させ、２．１ｇｍ（ｇ）の残留物を得た。この残留物を２５ｍｌのメタノ
ールに再溶解し、冷蔵庫で４から５時間静置して結晶化させた。結晶化合物を濾過し、乾
燥させ、純粋なスコポレチンを得た。結晶化プロセスを２回繰り返し、５０％の純粋な化
合物を得た。濾液中の残りのスコポレチンをシリカゲル上で比が１：１０のカラムクロマ
トグラフィーで単離し、クロロホルム中２％のメタノールでスコポレチンを溶出した。ス
コポレチンを含む画分から溶媒を留去し、結晶化により純粋なスコポレチンを得た。０．
３％のスコポレチンを含有する１００ｇｍ（ｇ）の茎粉末から８２％の純粋なスコポレチ
ンを得た。
【００１８】
実施例５
茎からのスコポレチンの抽出および単離
クソニンジンの茎を粉末に粉砕した。粉末材料（１００ｇｍ（ｇ））をパーコレータ内で
７０％の水性アセトニトリル（５×５００ｍｌ）を用いて６から８時間抽出した。全抽出
液を、真空下で元の量の３０％まで濃縮した。濃縮した水性抽出液をクロロホルム（５×
２００ｍｌ）と共に分液操作した。クロロホルム抽出物を無水硫酸ナトリウム上で乾燥さ
せ、溶媒を蒸発させ、２．３０ｇｍ（ｇ）の残留物を得た。残留物を２５ｍｌのメタノー
ルに再溶解し、冷蔵庫で４から５時間静置して結晶化させた。結晶化合物を濾過し、乾燥
させ、純粋なスコポレチンを得た。結晶化プロセスを２回繰り返し、４０％の純粋な化合
物を得た。濾液中の残りのスコポレチンをシリカゲル上で比が１：５のカラムクロマトグ
ラフィーで単離し、クロロホルムでスコポレチンを溶出した。スコポレチンを含む画分か
ら溶媒を留去し、結晶化により純粋なスコポレチンを得た。０．３％のスコポレチンを含
有する１００ｇｍ（ｇ）の茎粉末から８０％の純粋なスコポレチンを得た。
【００１９】
実施例６
葉からのスコポレチンの抽出および単離
クソニンジンの葉を粉末に粉砕した。粉末材料（１００ｇｍ（ｇ））をヘキサン（５×４
００ｍｌ）を用いて脱脂した。葉を脱脂した後、残りのしぼりかすをパーコレータ内でさ
らに７０％の水性アセトニトリル（５×５００ｍｌ）を用いて６から８時間抽出した。全
抽出液を、真空下で元の量の３０％まで濃縮した。濃縮した水性抽出液をクロロホルム（
５×２００ｍｌ）と共に分液操作した。クロロホルム抽出液を無水硫酸ナトリウム上で乾
燥させ、溶媒を蒸発させ、２．０ｇｍ（ｇ）の残留物を得た。残留物を２５ｍｌのメタノ
ールに再溶解し、冷蔵庫で４から５時間静置して結晶化させた。結晶化合物を濾過し、乾
燥させ、純粋なスコポレチンを得た。結晶化プロセスを２回繰り返し、３０％の純粋な化
合物を得た。濾液中の残りのスコポレチンをシリカゲル上で比が１：２０のカラムクロマ
トグラフィーで単離し、クロロホルム中４％のメタノールでスコポレチンを溶出した。ス
コポレチンを含む画分から溶媒を留去し、結晶化により純粋なスコポレチンを得た。０．
２３％のスコポレチンを含有する１００ｇｍ（ｇ）の葉の粉末から８０％の純粋なスコポ
レチンを単離した。
【００２０】
【発明の効果】
本発明の主題であるスコポレチンの抽出および単離の方法は以下に示す多くの利点を有す
る。
１．本方法では、従来技術で全クマリンを単離するために用いられていた、スコポレチン
の含有量を減少させ得る酸・塩基処理法を用いない。
２．水性アセトニトリル溶媒による抽出は、経済的で、メタノール、エタノールおよび水
などの他の極性溶媒を用いるよりも高い収率でスコポレチンを得ることができる。
３．クロマトグラフィーの前に５０％のスコポレチンを結晶化させるため、シリカゲルの
量が減少した。
４．この方法により、溶媒の再利用が可能になった。
５．抽出するための植物部分として茎を選択することによって、スコポレチンの収率が向
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上し、生産コストが減少した。これは、クソニンジンでは、茎はアルテミシニンを含まず
、廃棄材料であるからである。
６．クソニンジンでは、茎中のスコポレチン含有量が高いこと、茎が葉よりも５倍のバイ
オマスを含むこと、および茎部分には色素が少ないことにより、精製が容易である。
７．クソニンジンからスコポレチンを大規模に生産するのに非常に経済的であるという利
点がある。
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